




















































terung des W ohnungsbau im Planungs-und 

































(2) BGB1.， 1990， 1 S.926. 
(3) BT-Drucksache 11/5972， S.lff. 
(4) Drucksache (Fn.3)， S.l， 9. 
(5) たとえば，坪郷買『統一ドイツのゆくえ.s(岩波
書庖， 1991) 18頁以下。
(6) この法律の目的については， Drucksache (Fn. 





















ているのは BGB564 b条であり， BGB556a 
条は，今日，補充的な機能のみを有している。
そして，原則である「二重の存続保護」に対


















































BGB 564 b条 2項 4号 1文のケースにあたる
ときには，賃貸借関係の終了についての賃貸
人の「正当な利益」が認められるのであるが，


































(9) Drucksache (Fn.3)， S.l1f.; Bemhard Gramlich， 
“Gesetzesanderungen im Mietrecht"， N]W， 1990， 
S.2611;Egon Johann，“Zur angemessenen Herab-
setzung der Miete bei der Teilkundigung gem. ~ 564 
bIINr.4BGBぺNJW，1991， S.1100. 
(10) Drucksache (Fn.3)， S.12; Gramlich (Fn.9)， S. 
2611; Johann(Fn.9)， S.1100. 
。1) Drucksache (Fn.3)， S.17. 
制 Gramlich(Fn.9)， S. 2612. 
(13) Drucksache (Fn.3)， S.17. 
(14) なお，賃借入には，さらに，明渡に対する保護(民
事訴訟法721条)も与えられる。 Gramlich (Fn.9)， 
S.2612. 
制 Drucksache(Fn.3)， S.17. 
(1!y これについては，vgl.z. B. Johann (Fn.9)， S.1100 
f. 
0方 Drucksache(Fn.3)， S.17; Gramlich (Fn.9)， S. 
2612. 
(1~ Drucksache (Fn.3)， S.17; Gramlich (Fn.9)， S. 
2612. 
~9) Gramlich (Fn.9)， S.2612. 
(2) 賃貸人の「正当な利益」を必要としない
告知が妥当するケースの拡張
すでに法改正前の BGB564 b条 4項によ
り，賃貸人は，自ら居住する，たかだか二つ





















られる (BGB564 b条 4項 1文)。

















制 Drucksache(Fn.3)， S.12; Gramlich (Fn.9)， S. 
2612. 
~1) Drucksache (Fn.3)， S.12， 17. 
仰 Drucksache(Fn.3)， S.17; Gramlich (Fn.9)， S. 
2612. 
制 Drucksache(Fn.3)， S.17. 
例 Drucksache(Fn.3)， S.17. 
伺 Drucksache(Fn.3)， S.17. 
。~ Gramlich (Fn.9)， S.2612. 
的 このことは， BGB556a条 8項の反対解釈による。
なお， vgl. Gramlich (Fn.9)， S.2612. 
(3) I二重の存続保護」の適用が除外される
ケースの拡張










(i) BGB 564 b条7項 4号のケース
まず，休暇用家屋地域(Ferienhausge biet) 
の中の休暇用家屋ないし休暇用住宅における






















るが， BGB 564 b条の適用が除外されるため

















定めのある場合にも， BGB 564 b条の適用を
受けないのである。











制 Drucksache(Fn.3)， S.11. 




Drucksache (Fn.3)， 5.18. 
Ol) Drucksache (Fn.3)， 5.18. 
倒 Vgl.Drucksache (Fn.3)， 5.18. 
例 Drucksache(Fn.3)， 5.16. 
ø~ Drucksache (Fn.3)， 5.16.なお，賃借入は，さら
に，明渡に対する保護も受けないことになる(民事
訴訟法721条 7項)0Gramlich (Fn.9)， 5.2612. 
(i) BGB 564 b条 7項 5号のケース
次に，公法上の法人が転貸するために賃借
した住居に関する使用賃貸借関係 (BGB564 


















































こと，および，BGB 564 b条 1項ないし 6項
の例外であることを指示した場合である。
次に，改正された BGB556 a条 8項は，
公法上の法人が転貸するために賃借した住居







的 Drucksache(Fn.3)， 5.11; Gramlich (Fn.9)， 5. 
2612. 
例 Drucksache(Fn.3)， 5.11. 
的 Drucksache(Fn.3). S.18. 
{lP} Drucksache (Fn.3). S.l1.なお，民事訴訟法によ
る明渡期間の付与も排除される。 Drucksache (Fn. 
3). S.l1. 
s9) Drucksache (Fn.3). S.18. 






























。1) Gramlich (Fn.9). S.2611; Johann (Fn.9). S.1100. 
63 










(Gesetz zur Verbesserung der Rechts-
stellung des Mieters bei Begrundung 























































o4) BGB 1.， 1990， 1 S.1456. 
制 BT-Drucksache11/6374， S.lff. 
帥 Drucksache(Fn.45)， S.1，5. 




制 Drucksache(Fn.45)， S.5. 







既述 (IIの 1)したように， 1990年 7月20
日の法律による法改正前においても， BGB 




























られるのである (BGB564 b条 2項 2号 4
文)。
制 Drucksache(Fn.45)， S.1. 
制 BT-Drucksache1117258， S.1. 
~~ V gl. Drucksache (Fn.45)， S.6. 
(2) 告知停止期間が妥当するケースの拡張


























~3) Drucksache (Fn.45)， S.7. 
























































制DieterMedicus， Schuldrecht 1I Besonderer Teil， 5.
Aufl.， 1992， S. 124. 
伺 Gramlich(Fn.9)， S.2611. 
